
人 口と 世 帯（4 月1日現在）

Ｏ人口　461,581人(－2,092)

Ｏ　男　234,989人(－1,010)

Ｏ　女　226,592人(一気082)

Ｏ世帯　171,191世帯(－40Z)
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事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
対
策
と
し
て
、
市
内
の
全
事
業
者
を
対

象

に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
二
つ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

多
量
に
ご
み
を
出
す
事
業
者
を
対
象
と
し
た
「
多
量
排
出
事
業
者
制
度
」

と
、
そ
れ
以
外
の
全
事
業
者
を
対
象
と
し
た
「
事
業
系
ご
み
処
理
状
況
届
出

制
度
」
の
二
つ
で
、
こ

れ
に
よ
り
事
業
所
の
計
画
的
な
ご
み
の
減
量
を
目
指

し
ま
す
。

こ

の
二
つ

の
制
度
は
「
松
戸
市

廃
棄
物
の
減
量
及

び
適
正
処
理
に

関
す
る
条
例
」
に

基
づ
く
も
の
で

す
。
今
年
度
か
ら

、
市
内
の
全
事

業
者
が
両
制
度
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し

、
条
例
に
よ
り

、
ご
み

を
適

切
に

処
理

す
る
こ

と
に

な
り

ま

す
。

対
象
と
な
る
事
業
者
は

①
小
売

業
の
、
第
一
種
大
規
模
小
売
店
舗

と

、
第
二

種
大
規
模
小
売
店
舗
の

大
型
小

売
業
者
等
と
②
事
業
に
用

い
る
延

べ
床
面
積
三
千
平
方
μ

以

上
を
占
有
す
る
事
業
者
で

す
。

こ

れ

ら
の

事
業

者
は
、

事
業

市役所も多量にご みの出る事業所｡種類別に､許可業者に収集運搬を委託しています

系
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
の

減
量

計
画
書
の
作
成
と
、
事
業
系
一
般

廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
選
任
が
必

要
に
な
り
、
年
に

一
度
市
に

報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
事
業
者
に
は
、
市
か
ら
直

接
文

書
を
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
後
、

提
出
さ
れ
た
減
量
計
画
書
を
も
と

に
、
現
地
指
導
に
お
伺
い
し
ま
す
。

多
量
排
出
事
業
者
以
外
の
市
内

の
全
事
業
者
は
、
年
に
一
度
、
事

業
活
動
に

伴
う
ご
み

処
理
状
況
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

６

月
こ
ろ
か
ら
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
市
か
ら

直
接
、
対

象

事
業
者
に
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

説
明
会
の
日

程
等
に
つ
い
て
は
、

後
日

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市民の歌｢美しい時間の中で｣

CＤ・カセットテープを貸し出し ます

条
例
の

施
行
に
あ
わ
せ
て

、
排

出
基
準
も
左
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し

た

。

事

業
活

動
に

伴
う

ご
み
の

処
理
は

、

原

則

と
し

て

、

事

業

者
の

責

任
で

市
の

許
可

を

受
け

て

い

る

一

般
廃

棄

物

処
理

業

者
へ

委

託
す

る
か

、

自

ら

市
の

ご
み

処
理

施
設
へ

搬
入

し
て

く
だ

さ

い
（

左
表

①
～

②

）
。

た

だ
し

、
少

量
の

ご
み

は

、

暫

定

的
に

家
庭

ご
み

集

積

所
に

出

す
こ

と

が
で

き

ま

す
（

左
表

③

）
。

閲

清

掃

部

管
理

課

計

画

係

排出区分 順守事項（概要）

①
許可業者を利
用する場合

●分別の区分ごとに収集運搬を委託すること

※許可業者に関する問い合わせ先
松戸市一般廃棄物許可業者協力会

事務局　f192-0640番

②

自ら処理施設
に運搬する場

合

●事前こ電話等により搬入の承認を受けること
●ご みを分別して搬入すること

●計量および検査を受けること
●搬入量の制限等の指示に従うこと

③

暫定的にごみ

集積所に出す
場合

※基準に違反

した場合は
利用を禁止
します。

●１回の収集に排出できる量の制限を守ること
燃やせるごみ　　　１袋（５鬚以下のもの）

燃やせないごみ　　１袋（５鬚以下のもの）
資源ごみ　　　　　10髦以下
有害ごみ　　　　　１％以下

●ご み袋等に事業者名を明記すること

●利用に当たり集積所利用者の同意か得られること

市

民

の

歌

「
美
し

い

時
間

の

中

で

」

は

、

昨
年

の

市

制
施

行

五

十

周

年

を

記
念

し

て

制

作
さ

れ

、

昨

年
1
2
月
の

エ

ン

デ

ィ
ン

グ
コ
ン

サ

ー
卜
の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の

時
の
実
況
録

音
を
含
む
Ｃ
Ｄ

、

カ

セ

ッ
ト

テ

ー

プ

が
で

き

ま
し

た

の
で

、

市
民

の

皆
さ

ん

に

貸
し

出

覚えて　歌おう！

※排出 基準の詳細につい ては、 届出制度の通知 等でお知ら せしま す。

し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

貸
出
場
所
市
立
図
書
館
本
館
・

各
分
館
、
市
役
所
総
務
部
庶
務
課
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

、
紺
松

戸
市
文
化

振
興
財
団
（
森
の
ホ
ー

ル
2
1
事
務
室
内
）

固
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

夢わたしの
主な内容

新 津　 慶 子さん （殿平賀小学校３年）

おみせにケーキをなら べて売っている慶子さ ん

わたしのゆめは、ケーキやさ

んになることです。わたしは、

いちごが大すきなので、いちご

をたくさんつかったケーキを作

りたいです。それをたくさんの

人に、食べてもらいたいと思い

ます。

・国分川分水路が完成 …２～ ３

・路上駐車ゼロに向けて……４

・５／３こども祭 …………… ４

・市民葬儀のご案内 …………５

・情報チャンネル ………６～ ７

・さくら通りをきれいに……８

・新連載コラム

「みどりの歳時記」 ……… ８

事
業
系
ご
み
の
排
出
基
準
を

守
り
ま
し
ょ
う

今
年
は
事
業
系
ご
み
対
策
元
年

市

内

の

全

事

業

者

に

新

た

な

責

任

が

す

べ
て

の
事
業
者
が
対
象

に

多
量
排
出
事
業
者
の
皆
さ

ん
は
、
計
画
的
な
ご
み
の

減
量
を

そ
の
他
の
全
事
業
者
の
皆

さ
ん
は
、
処
理
状
況
の
届

け
出
を

市役所の代表電話は

囗
は
前
月
比



『
水
害
の
な
い
街
』
に
大
き
く
前
進
！

-
国
分
川
分
水
路
が
完
成
-

豪
雨
の
た
び
に
は
ん
ら
ん
を
繰
り
返
す
、
国
分
川
・
春
木
川
を

含
む
真
間
川
流
域
の
治
水
対
策
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

国
分
川
分
水
路
が
完
成
、
３
月
2
2日
に
和
名
ヶ
谷
水
門
で
、
通
水
・

し
ゆ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
4
8年
の
着
工
か
ら
二
十
一
年
。
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
の
完
成
で
、「
水
害
の
な
い
街
Ｌ
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

固
河
川
課

図① 真間川流域浸水実績図は
ん

ら
ん
を
繰

り
返
す国

分
川

市
内
東
部
を
流
れ
る
国
分
川
は

延
長
約
四
・
三
八

劭
、
流
域
面
積

三
十
一
平

方
冫
の
一
級
河
川
で
す
。

国
分
川
流
域
は
、
昭
和
三
十
年

代
か
ら
都
市
化
が
著
し
く
進
展
、

保
水
・
遊
水
機
能
が
急
激
に

低
下

し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
は
ん
ら

ん
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
度

重
な
る
浸
水
被
害
に
よ
っ
て

市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

ま
し
た
（
図
①
、
表
①
）
。

治
水
の

新
時
代
を
開

く

国
分
川

分
水
路

し
か
し
、
国
分
川
の
下

流
の
真

間
川
も
都
市
化
が
進
み
、
幅
を
広

く
す
る
河
川
の
改
修
を
行
う
に
は
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
状
況

に
対
応
す
る

市長の窓

た
め
に
、
国
分
川
を
含
む
真
間
川

流
域
全
体
の
治
水
計
画

が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
真
間
川
流
域
総

合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
の
一

環
と
し
て

、
国
分
川
の
あ
ふ
れ
る

水
を
ト
ン
ネ
ル

を
通
し
て
江
戸
川

に
流
す
国
分
川
分
水
路
が
計
画

さ

れ
た
の
で

す
。

そ
の
流
路
は
、
上
流
開
渠
（
き

ょ
）
部
（
水
路
部
分
）
四
百
气

ト
ン
ネ
ル

部
二
千
五
亘

五
十
五
气

下
流
暗
渠
部
（
地
下
水
路
部
分
)

国
分
川
と
真
間
川
の

関
係
は
？

国
分
川
は
、
松
飛
台
地
先
に
源

を
発
す
る
春
木
川
で
始
ま
り
ま
す
。

途
中
、
紙
敷
川
・
和
名
ヶ
谷
水
路

を
合
わ
せ
真
間
川
に
注
い
で
い
て
、

同
じ
よ
う
に
真
間
川
に

注
い
で
い

る
大
柏
川
と
な
ら
ぶ
真
間
川
の
支

川
に
な
り
ま
す
。

四
百
七

缸
で
す
。
和
名
ヶ
谷
地
先

で
国
分
川
か
ら
分
派
、
ト
ン
ネ
ル

に
導
入
し

、
二
十
世

紀
が
丘
・
三

矢
小
台
な
ど
の
台
地
を
く
ぐ
り
抜

け
、
上
矢
切
で
坂
川
と
合
流
し
ま

す
。
そ
し
て
、
約
千
八
百
十
三
び

下
り
、
柳
原
水
門
か
ら
江
戸
川
に

と
流
し
ま
す
（
図
②
）
。

完
成
し
た
国
分
川
分
水
路
の
ト

ン
ネ
ル
は

、
毎
秒
百
ノ
を
流
す
こ

と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
こ

れ
に

対
応
す
る
た
め
に
坂
川
流
域

も
、

今
ま
で
約
十
肩
た
っ
た
川

幅
を
約

三
十

び
に

広
げ
、
毎
秒
百
二
十
五

ジ
を
流
せ
る
よ
う
に

改
修
し
ま
し

た
。

真関川流域の主な被害表①

被災年月 被害原 因
降雨量( 曷) 被災規模

累計 時間最大 家屋浸水(戸) 浸水面積(ha)

S.33年９月
台風22 号

(狩野川台風) 332 60 5,016 736

56年10月 台風24号 212 58 7,581 677

57年９月 台風18号 148 23 1,095 422

61年８月 台風10号 226 38 2,799 4憫

H.5 年8月 台風11号 223 57 3,900 -

今
後

も
総
合
的

な

治
水
対

策
を
進

め
ま
す

長
年
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
を
悩
ま
せ
続
け
て

き
た
国
分
川

の
浸
水
被
害
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
下

流
域
に
つ
い
て
は
大
幅
な
軽
減
が
、

上
流
域
に
つ
い
て
は
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
春
木
川
の
改
修
が
進
む

に
つ

れ
、
排
水
能
力
が
徐
々
に

向

上
す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
柳
原
排
水
機
場
の
建

設
や
貯
留
・
浸
透
施
設
の
学
校
へ

の
整
備
、
さ
ら
に
春
木
川
の
改
修

な
ど
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
の
総
合
的
な
対
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。ト

ン
ネ
ル
は
ど
の
く
ら

い
大
き
な
も
の
な
の

ト
ン
ネ
ル

が
耐
え
ら
れ
る
時
間

雨
量
は
五
十
㍉
。
二
十
㍉
以
上
は

す
べ
て
豪
雨
と
さ
れ
て
い
ま

す
の

で

、
適
切
な
言
葉
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
が
、
俗
に
い
う
「
バ
ヶ
ツ
を

引
つ
繰
り
返
し
た
よ
う
な
雨
」
に

あ
た
る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ぜ
ど
う
し
て
？

国
分
川
分
水
路

総
合
治
水
対
策
つ
て

何
で
し
ょ
う

時
間
雨
量
五
十

卜
を
対
象
に
し

た
対
策
で

す
。

大
き
く
分
け
て

、「
河
川
の

改

修
」
と
「
流
域
整
備
」
の
両
面
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
浸
水
の

危
険
を
な
く
す
た
め
の
川

幅
の
拡

張
、
河

道
の
改
修
、
分
水
路
の
建

設
、
排
水
機
場
の
建
設
、
雨

水
を

大
量
に

流
さ
な
い
た
め
の
雨
水
貯

留
・
浸

透
施
設
の
整
備
、
調
節
池

の
建
設
、
盛
土
の
抑
制
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

市民相談室心配ごと・人権相談巡回年金相談各種相談

５
月
の
相
談
案
内

相談名 ヨ　　　 時 会場

法律相 談

毎週火・木曜日と毎月第２・第４

月曜
日午後１時～５時、毎月第１

月曜日午前９時～正午（いずれも
予約制）

市役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

税務相談 5/13R) 午後1 時～５時

登記相談 5/20 廁午後１時～４時3C}分

行 政相 談 ５／９ ・２３旧眸後１時～３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後４時

発明相談 5 /11吩午後１時～３時

交通事故・

市政・一般

相談
毎日午前８時3〔}分～午後５時

市民
相談
室

会　　場 日　　　　時

市役所相談
コーナー

第１～第４

金曜日

午
叉

眄

常盤平支所
5/1100 ・

○25伽

馬橋支所 Ｏ５／２(月)

六実支所 O5/10( 火)

小金原市民

センタ ー
5/12'附・
○26困

小金支所 5/10C 火)

新松戸市民

センター

○5 /11團・

○25圉

凹 市民相談 室（金銭問 題の相談も行いま す）

※○印 は心配ご と相談の み

※人 権相談は干 葉地方法 務局 松戸

｡支局(a63 －5278 番) でも行って･

います。

閲人 権相談＝ 援護課庶務係

心配ごと 相談＝社会 福祉 協議会

酋68－0503 番

会　 場 日　　時

常盤平支所 5/6c

昌

訪

牟

後眞

小 金 支 所 5/10( 火)

小金原支所 5/13R

馬 橋 支 所 5/17  W

六 実 支 所 5/20 刪

新松戸支所 5/24C火)

矢 切 支 所 5/27 廊

東 部 支 所 5/31W

相　談　名 日　　　時 会　 場

商人よろず相談
闊商工課振興係

５／６瀏午前佃時30分

～午後３時30分

六実市民
センター

5 /18CW午前10時～
午後４時

市役所相談
コーナー

労働相談
闊商工課労政係

毎月第１・第３月曜日
午後１時～５時

市役所相談
コーナー

消費生 活苦 情相談

固消費生 活セ ンタ

-S65-6565 番

月～金曜日
午前９時～午後４時

消費生活
センター

女性就業相談
閲商工課労政係

毎週水・金曜日
午前10時～午後４時

女性就業
相談室

あ
な
た
の
健
康

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と

予
防
接
種

厚
生
省
予
防
接
種
研
究
班
の

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
種
痘
以

外
の
予
防
接
種
で
は

、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
患
者
に
厳
し
く
注

意
す
べ
き
も
の
は

な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
種
痘
は

現
在
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で

、
こ

の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

全
性
を
確
認
し
て

も
ら
い

、
接

種
を
受
け
れ
ば
万
全
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

Ｂ

Ｃ
Ｇ
に
つ

い
て

ア
レ
ル
ギ

ー
と
予
防
接
種

予
防
接
種
の
禁
忌
事
項
の
う

ち
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
関
す

る
も
の
は
、「
接
種
し
よ
う
と
す

る
接
種
液
（
ワ
ク
チ
ン
）
の
成

分
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す

る
恐
れ
が
明
ら
か
な
者
」

が
あ

り
ま
す
。

現
実
に
は
、
卵
を
用
い
て

作

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
卵
ア
レ
ル

ギ
ー
の
明
ら
か

に
あ
る
人
に
は
禁
忌
で
す
。
強

い
て
言
え
ば
、
麻
疹
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
ワ

ク
チ
ン
も
ニ
ワ
ト
リ

胎
児
細
胞
を
使
う
の
で

、
強
い

卵
ア
レ
ル

ギ
ー
の
既
往
の
あ
る

人
に
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

さ
ら
に

生
ワ
ク
チ
ン
は
製
造

過
程
で

微
量
の
抗
生
物
質
を
使

う
の
で

、
抗
生
物
質
に
過
敏
な

人
は
注
意
を
要
し
ま
す
が
、
こ

こ

で
使
わ
れ
る
抗
生
物
質
は
、

カ
ナ
マ
イ
シ
ン
や
エ
リ
ス
ロ
マ

イ
シ
ン
な
ど
安
全
性
の
高
い

も

の
な
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
と
き
は
あ
ら
か
じ

め
医
師
に
、
ワ

ク
チ
ン
を
少
量

用
い
た
皮
膚
反

応
を
行
い

、
安

Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
の
場
合
は
、
か

き
傷
の
あ
る
病
変
部
で
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ

の
二

次
感
染
を
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
従
っ
て

接
種
部
位
の
み
な
ら

ず
、
他
の

部
位
の
病
変
が
改
善
し
た
の
ち

に

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
接
種
前
一
週
間
は
、
接

種
周
辺
の
皮
膚
に
ス
テ
ロ
イ

ド
軟
膏
は
塗
布
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
皮
膚

合
併
症
を
起
こ
し
た
と
い
う
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、
病
変

の
な
い
部
位
を
選
ん
で

接
種
を

受
け
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。

一
般
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
治
療
で

、
こ

と
に

乳
幼
児
で

は
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の

内
服
を
行

う
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
が
、
も
し
内
服
し
て
い
る
場

合
は
、
そ
れ
を
中
止
し
て
か
ら

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
患
者
の

免
疫
機
能
は
症
状
が
改
善
し
て

い

る
と
き
は
十
分
に
回
復
し
ま

す
の
で
、
原
則
的
に
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
予
防
接
種
を
禁
止

す
る
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん

。

生
後
か
ら
の

病
歴
を
医
師
に

よ
く
相
談
し
て

、
時
期
を
選
ん

で
予
防
接
種
を
受
け
る
の
か
よ

い
で

し
ょ
う
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

松
戸
市
の
治
水
政
策
上
大
変

重
要
な
国
分
川
分

水
路
事
業
が
、

着
工
以
来
二
十
一

年
目
に
し
て

完
成
し
、
去
る
３
月
2
2日

通
水

式
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
既
に
ご

承
知
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
大
雨
が
あ
り

ま
す
と
市
内
の
和
名
ヶ
谷
、
大

橋
地
区
な
ど
市
川
市
の
真
間
川

上
流
で
あ
る
国
分
川
や
春
木
川

の
沿
岸
が
洪
水
に
よ
り
浸
水
し

、

地
区
住
民
に
多
大
な

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
真
間
川
の
氾
濫
（
は
ん

ら
ん
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

市
川
市
民
か
ら
も
、
そ
の
原
因

は
松
戸
市
の
側
に
あ
る
な
ど
と

の
声
も
上
か
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
松
本
清
前
市
長

は
、
そ
う
し
た
声
を
耳
に
し
、

松
戸
市
内
で
の
河
川
改
修
に
よ

つ
て

そ
れ
を
解
決
し
よ

う
と
決

意
さ
れ
、
国
分
川
分
水
路
の
早

期
着
手
を
県
に
要
請
さ
れ
た
の

で
す
。
昭
和
4
6、
4
7年
の
こ
ろ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
県
知
事
は

、
友
納
武

人
先
生
で
し
た
が
、
先
生
の
御

卜
や
財
政
問
題
の
解
決
方
法
な

ど
に
つ
い
て
前
市
長
と

協
議
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
納
知

事
は
、
上
京
の
際
自
ら
建
設
省

治
水
課
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、

こ
の

事
業
の
早
期
予
算
化
に
つ

い
て
陳
情
し
て

く
だ
さ
い

ま
し

4
8年
度
か
ら
着
手
す
る
こ

と
と

な
り
ま
し
た

。
ち
ょ
う
ど

、
私

か
市
長
と

な
っ
た
年
の
こ
と
で

し
た
。

工

事
は
、
二
十
世
紀
が
丘
の

台
地
を
ト
ン

ネ
ル
（
延
長
二
千

五
百
五
十
五
肩
）
で
く
り
抜
き

、

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

ト
ン

ネ
ル
エ

事
も
、
ナ
ト
ム

エ
法
と
い
う
当
時
と
し
て
は
最

新
か
つ

高
度
の
技
術
が
必
要
な

工
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

そ
こ
で
私
は
、
財
政
的
に

も

国
分
川
分
水
路
の
完
成
に
当
た
っ
て

自
宅
は
市
内
上
矢
切
に

あ
り
、

時
々
は
自
宅
に
お
帰
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た

が
、
松
本
前
市
長

の
要

請
に
こ
た
え
て
あ
る
朝
、

県
庁
へ
の
出
勤
前
、
市
役
所
に

立
ち
寄
ら
れ
、
県
の
技
術
者
を

交
え

、
国
分
川
分

水
路
の
ル

ー

た
。
知
事
自
ら
こ
の
よ
う
な
運

動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

全
く
異
例
の
こ

と
で

す
。

そ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て

、

国
分
川
分
水
路
事
業
は
、
松
戸

市
を
事
業
主
体
と
す
る
都
市
小

河
川
改
修
事
業
と
し
て

、
昭
和

下

流
の
坂
川

を
経
て
、
柳
原
水

門
か
ら
江
戸
川
に
放
流
し
よ

う

と
す
る
大
工
事
で

す
。

当
初
の
こ
ろ
の
予
算
の
つ
き

具
合
で

は
、
こ
の
工
事
の

完
成

ま
で

に
は
、
五
十
年
い
や
六
十

年
も
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

技
術
的
に

も
こ
の
事
業
は
県
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
し
か
な
い

と
考
え
、
国
お
よ
び
県
に
対
し

陳
情
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
5
9年
度
に
総

合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
と

し
て
県
の
事
業
に

指
定
さ
れ
、

ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
引
き
続
き
実

施
す
る
こ

と
と
な
り

、
国
庫
補

助
予
算
も
大
幅
に

増
額
さ
れ
ま

し

た
。

下
流
の
坂
川
の
拡
幅
改
修
工

事
は
、
新
た
な
都
市
小
河
川
改

修
事
業
と
し
て
松
戸
市
が
事
業

主
体
と
な
り

、
県
市
共
同
し
て

こ

の
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指

す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
完
成

ま
で
の
総
事
業
費
は
、
県
市
合

わ
せ
て
約
三
百
十
億
円
を
要
し

ま
し
た
。

こ

の
分
水
路
の
完
成
に
よ
り

松
戸
市
の

治
水
問
題
は

、
そ
の

解
決
に

大
き
く
前
進
し
た
わ
け

で
す
が
、
平
成
３

年
９
月
台
風

に
よ
る
洪
水
が
ト
ン
ネ
ル

内
に

流
れ
込
み
、
坑
内
に
い
た
七
名

の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た

。

心
か
ら

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
に
関
係
し
て
用
地

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
二
百
二

十
一
名
の
地
権
者
の
皆
様
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま

す
。
ま
た
、
こ

の
事
業
の
遂
行

に
当
た
り
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
建
設
省
、
千
葉

県
は
も
と
よ
り
そ
の

他
関
係
各

位
に

対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま

す
。

３
月
2
2日
に
行
わ
れ
た
通
水
式

宮
間
満
寿
雄

19

6

時
間
雨
量
五
十
㍉
つ
て

ど

の

く

ら
い

の

雨

な

の

毎
秒
百
ｙ

の

水
を
流
す
こ
と
の

で
き
る
ト
ン

ネ
ル
な
の
で

、
か
な

り
大
き
な
も
の
で
す
。
断
面
は
完

全
な
円
形
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、

直
径
は
約
七
・
六
む
で

、
二
階
建

て
の
家
の
高
さ
く
ら
い

あ
り
ま
す
。

坂川下流…広く美しく生まれ変わりました

柳原水門…江戸川への出口です。

排水機(ポンプ)場も建設中

トンネルの内部…直径約7.6ｍの大き

さ

和名ケ谷水門…ここからトンネルへ

分派点(開渠部)店左の国分川の水位が上がると、中央の堰(せき)を乗り越え、自然に右の分水路に流れ込みます

湧水式では、和名ケ谷水門のゲートが開か

れました

※上記以外の日は国民年金課
へ

閲国民年金課適用係

※労働相談は柏 労働基準監督署（f10471 －63－0245 番）

でも行っていま す。

相談はすべて無料です。お気軽にご利用を



路上駐車０に向けて

新松戸・八柱・東松戸駅
周辺が駐車場整備地区に

駅周辺の路上駐車をなくすため、駐車施設

の整備を重点的に進める「駐車場整備地区」

の指定を、都市計画法に基づいてこれまでの

松戸駅周辺に加え、新たに新松戸･八柱･東松

戸駅周辺にも広げました。

八柱駅周辺駐車場整備地区

駅
周
辺
の
市
街
地
で

は
、
駐
車

場
の
不
足
等
に

よ
り
路
上
駐
車
が

発
生
し

、
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故

な
ど
の
原
因
に

も
な

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
松
戸
駅
周

辺
を
駐
車
場
整
備
地
区
に
指
定
し

、

駐
車
施
設
の
整
備
を

重
点
的
に

推

進
し
て
き
ま
し

た
。

今
年
度
か
ら
新
松
戸
・
八
柱
・

東
松
戸
の
三
駅
周
辺
を
、
新
た
に

駐
車
場
整
備
地
区
に
指
定
し
ま
し

た
。
ま
た
松
戸
駅
周
辺
駐
車
場
整

備
地
区
に
つ
い
て

も
、
地
域
を
拡

大
し

ま
し
た
。

駐
車
整
備
地
区
に
指
定
さ
れ
た

地
区
で

は
、
今
後
一
定
規
模
以
上

の
建
築
物
の
新
築
等
を
行
う
場

合

に
は
、
「
松
戸
市
建
築
物
に
お
け

る
駐
車
施
設
の
附
置
等
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
る
駐
車
場
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
区
内
に
お
い
て
五
百

平
方
μ

以
上
で
、
立
体
式
等
の
特

松戸駅周辺 駐車場整備地区

東松戸駅周辺 駐車場整備地区

整
備
地
区
内
の
五
百
平
方
か
以

上
の
特
定
の
時
間
貸
し
駐
車
場
に

つ
い
て

は
、
不
動
産
取
得
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
の
軽
減
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
在
市
が
策

定
中
の
「
駐
車
場
整
備
計
画
（
駐
車

場
整
備
地
区
内
四

総
合
的
な
駐
車

場
整
備
の
基
本
と
な
る
内
容
を
定

め
た
も
の
）
」に

、
掲
載
さ
れ
る
こ

と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
駐
車
場
整

備
地
区
内
で

、
こ
れ
ら
の

時
間
貸

し
駐
車
場
を
計
画
し
て
い

る
人
は
、

５

月
2
0日
廟
ま
で
に
、
都
市
計
画

課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

黷
都
市
計
画
課
計
画
係

※東松戸駅周辺地区は、現在土地区画整理事

業中です。(地図は事業終了後のも ので す)

こ ど も 祭 催 し 物

成人講座
矢切公民館

科　　目 日　　時 講　 鴟 内　　　　容 費 用 定員

環境講座
矢切地域の

自然を学ぶ

5/19～7/21 の
木曜日(全10回)

午後２畤～４時

柏日体高校
相原正義氏

ほか

江戸川河口の生物、食べ
られる野草、県立中央博

．物館生態園学習ほが
無料 30人

Sing together（一緒に歌いましょう　）

5/11～7/13 の
水曜日(全10回)

午後３畤～５時

ピアニスト

植竹礼子氏

独唱・合唱による楽しい

音楽会
500円 釦人

新大正 琴 入門
5/10～7/12 の
火曜日(全句回)

午後２時～４時

琴音流大正
琴大師範

増田幸作氏

チューリップ、さくらさ
くら、船頭小唄、赤とん

ぼなど

1,030円 20人

良寛の世界
5/14～5/28 の
土曜日(全３回)

午前句時～正午

二松学舎大

学教授
源川　進氏

良寛の生涯と逸話 無料 茹人

初歩の
ステンド グラス

5/10～7/12 の

火曜日(全10回)
午後１時～３時

日本ガラス

エ芸協会
川井英世氏

ステンド グラ スの基本

テラリウム､鏡用パネル、

四面体ランプ

4,017円
から

20人

やさしい
ユーザー車検

5/14C二L)
午後１時～４時

ユーザー車検

友の会代表

渡辺武 夫氏

だれにでもできる1,300

円車検のすすめ
実車による点検整備

無料 40人

手びねりの
陶芸教室

5/12～6/16
の

木曜日(全６に])
午前10時～正午

日本陶芸普
及会
遠藤芳伯氏

粘士についての話と

湯のみや菓子皿の製作
3,000円 20人

匣 ５月６日愬まで に、往復ハガキに住 所・氏名 ・年齢 ・電 話番号・希望科目 を明記 のう え、

〒271松戸市上矢13299-1矢切公民館(昔閲－12憫番)へ

※応募者か多 数の場合は抽選 になりま す。

元
気
な
こ
ど
も
集
ま
れ
／

コ ー ナ ー 内　　　　　　　容

ち び つ こ 太 鼓 太鼓グループの日ごろの練習の成果を発表

Ｓ　　　　　　匚 ミニＳ匚に秉つて広場を一周(雨で延期のときは中止)

う で ず も う 学年別、男女別の12区分による勝ち抜き大会

こ ど も み こ し たる みこし ３台が会場内を練り歩く( 申込 制･当日受付)

ヨ　 ー　ヨ　 ー 会場内数力所でヨーヨー作りを楽しみます

冒　　　　　　険 手作りアスレチックを楽しみます

ウ ォ ークラリー ゲーム方式で会場内を散策

昌 の 遊 び 創 作 竹細工(竹ト ンボ･竹馬)を作り自由に遊びます

バ　　 ザ　　 ー 各育成会の不用品を持ち寄り､参加者へ販売(申込制)

マジッ クショ ー ふしぎなふしぎな手品の数々を間近で見よう

折　　 り　　 紙 かわいい動物･きれいな花など折り方をたくさん覚えよう

こどもおはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ おはなしキャラバンとこどもおはなしギャラパンパ出るよ

迷　　　　　 路 あなたは上手に脱出することができるかな

ち び つ こ 相 撲 豆力士による勝ち抜き大会(申込制)

カ　　 ル　　 タ 松戸かるたを便用し､ 個人戦を行います

が－ ルスカウト 平和をテーマに楽しいクイズや実験をします

計　　　　　　量 楽しい計量クィズガあるよ

地 震 コ ー ナ ー ウルトラ防災○×クィズで防災知識を勉強しまず

世 界 の 遊 び 世界各国のこどもの遊びを紹介します

レクリエーション みんなで楽しいゲームをしよう

テ ヤ レ ン ジ コアラＴＶによる各催し物の中継と楽しいゲーム

そ　　 の　　 他 選挙管理委員会で白ばら苗木の1500本を配布

※申 込制の催し 物は､４月25日(月)までに電話で､こども 課へ申し 込んでく ださい。

※当日 は臨時 駐車場(無 料)と し て次の２力 所が利用できます。①消防訓練セン

タ ー②常盤平第 三小学校(駐車台 数に限り がありま すので､できる だけ電車や

バスをご利用くだ さい)

黷こど も課育成係 当日の 問い合 わせは､こども 祭実行委員会酋030-10 べ9588 番(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

030づO ぺ95印番)

平

成

５

年

度

松

戸

市

民

憲

章

に

関

す

る

作

文

・

書

道

コ

ン

ク

ー

ル

審

査

結

果

市
制

施

行
五

十

周

年

を
記

念

し

て

、
昨
年
４

月

１
日

制

定
し

た
「

松

戸

市
民

憲

章
」

の

普

及
活

動

の

一

環
と

し

て

、

市
内

小

・

中
学

校
の

児
童

生

徒

を

対
象

に

行

っ
た

「
松

戸

市
民

憲

章
に

関

す

る

作
文

・

書

道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
結
果
を

お

知
ら

せ

し

ま
す

。

作
文
の
部
…
市
長
賞
-
山
下
美

香
（

中
部

小

六

年
）
・

高
松

さ
や

か

（
第
三
中
三
年
）
、
議
長
賞
＝
幸
田

未
来
（
幸

谷

小
六

年

）
・
山

野

辺

育

子
（
根
木
内
中
三
年
）
、
教
育
長
賞

-
鈴
木
喜
子
（
南
部
小
五
年
）
・
若

林
麻
衣
子
（
第
三
中
二
年
）

書
道
の
部
…
市
長
賞
-
湯
浅
賀

夫
（
東

部

小
四

年
）・
伊

藤
真

弓
（
第

六
中
二
年
）
、
議
長
賞
-
熊
代
麻
理

（
八
ヶ
崎
第
二
小
四
年
）
・
榎
本
真

美
（
第
三
中
二
年
）
、
教
育
長
賞
＝

佐
野

ゆ

か

り
（
馬

橋

小
五

年
）・

川

原
幸

恵
（
栗

ヶ

沢
中

二

年
）

※
学

年
は

平
成

５

年

度
現

在

類
企

画

課

青

い
鳥

郵

便

は

が

き

を

お
配

り

し

て

い

ま

す

郵
政
省
で
は
身
体
障
害
者
の
福

祉
に
対
す
る
理
解
を
呼

び
掛
け
る

た
め
、
青
い
鳥
郵
便
は

が
き
を
発

行
し
て

い
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
一
般
に
販
売
す

る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の

方
に
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

対
象
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体

障
害
者
の
方
　

枚
数
二
十
枚

惠
５
月
3
1日
㈹
ま
で
に

、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持

っ
て

お
近
く
の
郵

便
局
へ
（
郵
便
、
代
人

も
可
）

黯
松
戸
郵
便
局
≪
6
3－
8
1
5
1

番
、
松
戸
北
郵
便
局
四
4
2－
1
0

6
6
番

市

立

保
育

所

の

一

時

的

保

育

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

保
護
者
が
、
仕
事
や
病
気
な
ど

で

家
庭
で
の
保
育
が
一
時
的
に
困

難
な
場
合
、
原
則
と
し
て

週
三
日

ま
で
保
育
所
が
お
子

さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
場

合
労
働
、
職
業

訓
練
、
就
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
看
護
・
介
護
、
疾
病
・
出
産

、

災
害
・
事
故
、
そ
の
ほ
か
　

実
施

保
育
所
牧
の
原
保
育
所
　
対
象
生

後
六
ヵ
月
以
上
就
学
前
の
児
童

保
育
時
間
午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５

時
（
土
曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分

ま
で
）

圉
牧
の
原
保
育
所

四
8
5－
0
9
9

7
番
・
保
育
所
課

「
歌
の

街
」
の

放

送
時
間

が
変

更

防
災
行

政
用
無
線
局
で
放
送
し

て
い

る
「
歌
の
街
」の

放
送
時
間
が

５

月
―
日
～
８

月
3
1日
の
間
、
午

後
ら
時
に

変
わ
り
ま
す
。

蠢
防
災
課

遺

児

手

当

該

当

す

る

人

は

申

請

を

市
内

在
住

で

、
父
母

の

一

方

、
ま

た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
(
中

学
校

卒

業

ま
で

）

を

扶
養

し
て

い

る
人
に

支

給
さ

れ

る
手

当

で

す

。

※

受
給

中

の

人
は

手

続

き

不
要

申
請

に

必

要

な

も
の

認
め

印

・

世

帯
全

員

の

住
民

票
（
本

籍

記
載
・

一
ヵ

月

以

内

発

行

）・
遺

児

の
戸

籍

謄

本

二

ヵ

月

以

内

発

行
）
・

申

請

者

名

義
の

預

金

通

帳

（
郵

便

局

を

除

く

）
の

表

紙

の

コ

ピ

ー
　

手

当

月

額

児

童

一
人

に
つ

き

、
片

親

と

死

別

＝

五
千

五

百

円

、
両

親

と

死

別

＝

一
万

五
百

円
　

受

付

期
間

随

時
(
申
請
の
翌
月
か
ら
支
給
）
　
支

給
月

８

・
１９
一
・
４

月
（
年

三
回

）

壥
一
援
護

課

援

護

係

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

21世紀の

森と広場

新松戸駅周辺駐車場整備地区

第1期

時
間
貸
し
駐
車
場
に
は

税
の
軽
減
措
置
も

定
の
時
間
貸
し
駐
車
場
を
建
設
す

る
場
合
に
は
、
市
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

つどいの広場

に

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

（
雨
天
心
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

こ
ど
も
祭
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市民葬儀制度

のご利用を

市民葬儀取扱指定店一覧（50音順）

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
の
方

に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
き
、
経
済

的
で
厳
粛
な
葬
儀
が
行
え
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
と
、
市
の
指
定
を
受
け
た
葬

儀
業
者
の
間
で

、
内
容
や
料
金
な

ど
に
つ
い
て

協
議
し
、
合
意
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

、
安
心

で

す
。

対
象
…
施
主
ま
た
は
死
亡
者
が

松
戸
市
民
で

、
市
内
で

行
う
葬
儀

内
容
…
と
の
制
度
で
利
用
で
き

る
祭
壇
の
種
類
と
料
金
は
下

表
の

と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
棺
・
遺
影
写
真
代
・

礼
状
印
刷
代
・
読
経
料
・
供
花

代
・
市
の
式
場
使
用
料
・
火
葬

料
・
霊
柩
(
き
ゅ
う
)
自
動
軍
使

用
料
・
納
骨
容
器
代
は
こ
の

料

金
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
の
際
に
取

扱
指
定
店
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

惠
左
表
の
市
民
葬
儀
取
扱
店
へ

壥一
斎
場
四
8
7－
4
0
4
2

番

霊枢 車使 用 料火 葬料 （１体 につ き）祭壇 の種 類 と料金

区　分 料　金

15歳以上 3,000円

15歳未満 1,600円

死　　胎 1,000円

種　　類 料 金 内　　　容

Ａ　５段飾り 圉,000円

一 一

50,000円

祭壇貸し付け・飾り付

け、受付用品、消耗品

などを含む

Ｂ　３段飾り

Ｃ　３段飾り 38,000円

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

補
助
金
を
支
給

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、

河
川
の
汚
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
家
庭
か

ら
の

生
活
排
水
を
浄
化
す
る
に
は
、

下

水
道
の
整
備
と
と
も
に
、
生
活

排
水
を
き
れ
い
に
し
て

川
へ
返
す

こ
と
も
必
要
で
す
。

市
で
は
こ
の
対
策
と
し
て
効
果

的
な
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に

力
を
入
れ
て
お
り
、
市
内
の
一

部
地
域
で

、
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い

ま
す
。

市
が
設
置
を
促

進
し
て
い

る
合き れ い な川 はみ ん な の願 い

併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
雑
排

水
の
両
方

を
合
わ
せ
て

処
理
し
、

処
理

能
力
も
非
常
に

高
い
も
の
で

す
。

補

助

金

制

度

の

概

要

補
助
対
象
地
域
…
真
間
川
流
域

で

、
江
戸
川

左
岸
流
域
下

水
道
松

戸
幹
線
・
市
川

幹
線
系
統
区
域
の

う
ち
で
串
崎
南
町
、
初
富
飛
地
の

全
部
お
よ
び
、
日
暮
、
田
中
新
田
、

松
飛
台

、
串
崎
新
田
、
紙
敷
、
河

原
塚
、
和
名
ヶ
谷
、
大
橋
、
秋
山
、

高
塚

新
田
、
五
香
六
実
の
各
字
の

一
部
の
地
域

補
肋
の
条
件
…
専
用
住

宅
、
共
同
住
宅
、
店
舗
併

用
住
宅
（
た
だ
し
、

住
居

部
分

が
二
分

の
一
以
上
の

も
の
）

な
ど
に
、
五
～
五

十
人

槽
の
合
併
処
理
浄
化

槽
（
補
助
対
象
浄
化
槽
に

条
件
が
あ
り
ま
す
）
を
設

置
す
る
な
ど
。

※
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
、
既
存

の
浄
化
槽
を
、
合
併
処
理
浄
化

槽
に
変
更
す
る
場
合
も
、
補
助

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
…
左
表
の
と

お
り補

助
の
申
請
な
ど
…
こ
の
補
助

金
を
受
け
る
に
は
、
設
置
前
に
申

請
が
必
要
で

す
。
市
で

は
工
事
内

容
を
確
認
し
た
う
え
で

補
助
金
額

を
決
定
し
ま

す
。
対
象
地
域
内
で

浄
化
槽
を
設
置
す
る
予
定
の
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

茜
生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係

浄化槽の大きさ 補助金の限度額

５人檣

６人檣

フ大檣

８人槽

９人槽

句人槽

11～20人槽

21～30人檣

31～50人檣

600,D00円

Z00,D00円

800,D00円

900,D00円

1,CX〕0,0DO円

1,100,000円

1,854,000円

3,296,000円

4,326,000円

市
職
員
が
各
家
庭
を
回
り
、
薬

剤
を
通
風
口
か
ら
散
布
し
ま

す
の

で
、
通
風
口
の
周
り
に
物
を
置
か

な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

固

生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

日程表()は午後に実施
期　日 散 布 町 会 ・ 自 治 会

５／２月） 大金平２丁目・３丁目・４丁目・５丁目・(大金平1丁目）

６忠 大谷口・大谷口南

９(月) 六実北町・東町・第五・平和台・六高台団地自治会

1飲 六実緑町

11團 六実元町・本町・中町・双葉町・南町・六高台２丁目

12困 高柳

13樹 五香東町

1哈 五香本町・五香駅前

17固 五香元町・松飛台北

1謝 五香南町・やなき

19ぐ村 串崎新田第1 ・串黔南・（串畸新田第２）

2謎 松飛台〔産業道路東側〕

2枷 松飛台〔産業道路西側〕・五香北丘・北丘第二・香北 一大同団地

2肺 牧の原東・五香西町・（大同西）

2肺 日暮ア丁目・五香新町

27圃 牧の原１丁目・２丁目・かぶと山・（セキスィハウス）

3明 ） 日暮

31図 干駄堀新山・干駄堀八景台・干駄堀釆葉

住
宅
の
か
さ
上
げ
工
事
に
融
資
あ
っ
せ
ん
と

利
子
補
給
を
し
ま
す

雨
に
よ
り
床
上
浸
水
の
被
害
を

受
け
た
住
宅
を
浸

水
か
ら
守
る
た

め
、
市
で
は
か
さ
上

げ
工

事
を
予

定
し
て

い
る
人
に

、
融
資
の
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
資
格
要

件
を
確
認
の

う
え
申

し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

蠢
防
災
課

あ つせ ん対象 地区 建築完了年月日

東 平 賀 字 城 町

昭

和

50

年
フ

月

31
日

根 木 内 字 宿 畑

根 木 内 字 霜 田

很 木 内 字 葉 中

小 金 原 一 丁 目

日　 暮　 字　 小　 山

小金清志町 字二丁目

小金 清志町 字三丁目

ニ ツ 木 字 溜 丼 下

ニ ツ 木 字 後 田

ニ ツ 木 字 二 葉 町

大 橋 字 松 ノ 木 下

昭
和

56
年
10

月
別
ヨ

大 橋 字 土 橋 下

大　 橋　字　 坂　 下

大 橋 字 寺 之 下

紙 敷 字 妙 見 下

秋　 山　 字　 北

常 盤 平 二 丁 目

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し

防
災
資
器
材
を
購
入
す
る
町

会
に

、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

こ

れ
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
予
定
し
て

い
る
町
会
は
、
申

請
し
て

く
だ
さ
い

。

蠢

防
災
課

昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
月
2
9日
吩
の
「
み

ど
り
の
日

」

に
、
緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
を
開
催
し
ま
す
。
緑
と
花
の
市
、

松
戸
市
物
産
展
、
和
太
鼓
の
演
奏

な
ど
楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、

緑
に
関
し
て
の
各
種
展
示
コ
ー
ナ

ー
や
、
視
聴
覚
室
で
は
各
種
の
映

像
が
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
、

春
の
一
日

を
緑
や
花
と
ふ
れ
あ
っ

て
く
だ
さ
い
。

日
時
４

月
2
9日
吩
午
前
1
0時
～

午
後
３
時
雨

天
決
行
）
　
会
場
二

十
一
世
紀
の

森
と
広
場

蠢
鯑
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
酋
4
5
1
9
8
4
6
番

受

付
４

月
2
2
日

童

午

前
９

時
１

午

後
３

時

と
2
3
日

出

午

前
９

時

～

１１
一
時
　

抽

選
４

月
2
3
日

出
午

前
１１
一

時

か
ら
　

販

売
台

数

五

十
台
　

価

格

七

千
円

上

万

一
千

円
　

会

場

生

き

が
い

福

祉

セ
ン

タ

ー

（
金

ヶ

作

二
七

七
－

四

）
　
　
交

通
五

香

駅

東

口

か
ら

新

京

成

バ
ス

「
小

新

山

行

き

」
ま

た

は
「
柏

陵

高
校

行

き

」

で

新

栄

町
入

口
下

車

（
五

香

駅

午

前
９
時
3
1分
・
4
5分
、
1
0時
2
1分

発
が
あ
り
ま

す
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で

、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
。

黷
肋
松
戸
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
１
・
1
8
4

－
3
1
9
1

番

難
病
療
養
者
に
援
護
金
を
支
給

し
て
い
ま

す
が
、
４
月
か
ら
「
原

発
性
免
疫
不
全
症
候
群
」
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

支
給
額
入
院
療
養
者
-
月
額
一

万
三
千
円
、
通
院
療
養
者
-
月
額

六
千
円
（
生
活
保
護
受
給
者
は

一

律
四
千
円
）

匣

診
断
書
・
印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳

を
持

っ
て

し
あ
わ
せ
課
給
付
係
へ

難病指定の一覧

みどりの日に

自然と親しもう

緑と花のフェ

スティバル’94

再生自転車

を

販売

難病者援護金

の支給対象に

１疾患追加さ

れました。

スモン、ベーチェット 病、重症筋無力症、全身性エリト マト ーデス、

サルコイド ーシ ス、再生不良性貧血、多発性硬化症、

難治性の肝炎(慢性肝炎・肝硬変・劇症肝炎)、筋萎縮性側索硬化症、

強皮症、皮膚 筋炎及び多 発性筋炎、悪性腎硬化 症、

特発性血小板減少紫斑病、結節性動脈周囲炎．潰蕩性大腸炎、

大動脈炎症候群、ビ ュルガー病、悪性関節Ｕ ウマチ、天疱瘡、

脊髄小脳変性症、クロ ーン病、慢性腎炎(腎機能不全)、

パーキンソン 病、アミロ イド ーシス、 進行性筋ジ スト ロフィ ー症、

脊髄性進行性筋萎縮症、後縱靭帯骨化 症、ハン チント ン舞踏病、

ウィリ ス動脈輪閉塞症、扶消神経性進行性筋萎縮症、

ウェゲナ ー肉芽 腫症、シヤイ ード レ ーガ ー症候群 、

突発性拡張型(うつ血型)心筋症、表皮水泡症、膿疱性乾癬、

広範脊柱管狭窄 症、原発性胆汁性肝硬変、重症急 性膵炎 、

特発性大腿骨 頭壊死症、混合性結合組織病、原発性免疫不全症候群

18歳未満の場合 には､下記の疾患が入ります。

ネフロ ーゼ症候群、悪性新生物、膠原病、先天性代謝異常

慢性心疾患(指定あり)

※
雨
天
の
場
合
は
全
日

程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

床
下

薬

剤

散

布
（

５

月

分

）

実車料10哨まで4,000 円

１哨増すごとに　 憫O円

(消費税 が加算されま谺)

経済的で安心店　　　　名 住　　　　所 電　 話

一一　一一一
42 - 4444㈲　　愛　　 蓮　　社 西馬橋相川田]祁9

㈱アーバンライフ 小金原5-24-4 4/－5D00

石　 丼　 葬　 儀　 社 六実卜23 づ 8卜 脂6
㈲　伊　原　葬　儀　社 馬橋1903 43 - 4310

㈲カ　ィ　ン　ド　社 古ヶ崎2-3148-6 4し5222

㈲柏葬祭センター松戸支店 上本郷30C4一句1 65-6144

㈲　　広　　 善　　社 幸谷682 4卜3356

㈲渋 谷 花 店 葬 祭儀 部 串金きよしヶ丘.4-15-13 41一6叫4

㈱エ ス ケ イ 市民 共 済 ニツ木二葉町8 48-4444

昭　和　興　業　㈱ 北松戸1-9-2 福岡ビル2「 69-4444

一一一一一一
62-2542㈱　杉　浦　葬　儀　店 根本5－4

セ ン ト ラ ル 総 合 ㈱ 河原塚258 91 -9118

冊　　 創　　 蓮　　社 二十世紀が丘戸山町25 9卜1 叩

㈲　　 大　　 典　　社 高塚新田631 91 -5726

㈲　 東　 葛　 葬　 祭 松戸1聡5 朏－2001

㈲ と き ゎ 平 葬 儀 社 常盤平2-21-1 85-2622

㈲　 都　 民　 典　 礼 五香六実280－4/ 89-5555

㈱　 日　 本　 式　 典 栄町4－205－4 鬩一叫95

㈱　冨　士　見　式　典 栄町1-20-17 6ｱｰ1140

㈱ 松 戸 葬 儀 社 松戸1692 64 - 4444

㈲　藪　崎　葬　儀　社 小山22/ 62づ31/

㈱　ラ　ィ　フ　ケ　ア 松戸仰 ２ 63－0983



女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
メ
イ

定

期
演
奏
会

５
月
８
日
㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
入
場
料
千
円

内
容
河
野
正
幸
指
揮
「
カ
ル
ミ

ナ

ー
ブ
ラ
ー
ナ
」
ほ
か

閲
大
沢
豊
6
7
1
1
7
9
8番

稔台文化祭

※タイトルが色刷りのものは、市の
主催です。会場で女性センターと
は、旧婦人会館です。

女

声

合

唱

団

・

瑞

季

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ド
「
若

葉

の

な

か

で

」

４
月
2
5日
㈲
午
前
1
1時
～
午
後

ｏ

時
3
0分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ

ー
　
費
用
無
料
（
要
入
場
整

理
券
）
　
内
容
「
春
の
小
川
」
ほ
か

固
中
川
音
8
5－
5
4
8
8

番

展　　　示 催　し　物

5/3M ～ ア出

午前９時～午後５時

油　　絵

水 彩 画

版　　画

水 墨 画

かな書道

4/29 況

午前句時～午後５時
芸能発表会

5/1  (日)

正午～午後５時

俳句大会

(会費1,(X)(〕円)

５／３况

午前９時30分～午後５時
囲碁大会

(昼創飴費1.1胴)

５／４詢・５(曷

午前９時～午後５時

生 け 花

児 童 画

5/4( ≪

午前jO時～午後３時
茶道お点前

５／８臼

午後６時～ ９時

社交ダンス

のタペ

5/21 山・22(日)

午前９時～午後５時

書　　道

盆　　栽 5 /15(1日)

正午～午後５時
日舞発表会

会場稔台市民センター
問桾台文化団体連絡協議会・大井S63-3185番

春

の

山

野

草

展

５

月
４
日
膕
・
５
日
面
、
午
前

1
0時
～
午
後
５
時
　

会
場
及
川
酒

店
二
階
（
元
山
駅
前
）

※
即
売
品
も
多
数
あ
り
ま
す
。

問
松
戸
盆
栽
愛
好
会
・
染
谷
容
6
1

－
0
4
0
1

番

記

念

切

手

発

行

百

年

・

趣

味

の

切

手

展

４
月
2
3日
出
・
2
4日

収
、
午
前

1
0時
～
午
後
５

時
　
会
場

常
盤
平

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
無
料

固
松
戸
郵
趣
会
・
屋
代
容
4
3
1
8

5
6
0

番
（
夜
間
）

催

し

物

戸

田

義

明

ピ

ア

ノ

フ
ァ

ン

タ

ジ
ー５

月
2
7日
窗
・
2
8日
出
、
午
後

７

時
開
演
　

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1

費
用
四
千
五
百
円
（
当
日
五
百
円

増
）
、
両
日
八
千
円

薦

川
崎
四
8
7－
7
0
5
8

番

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
特

別

投

映

「

お

つ

き

さ

ま

と

う

ち

ゅ

う

り

よ

こ

う

」
（

幼

児

向

け

）

５
月
５
日
冊

、午
前
1
0時
・
午
後

１

時
3
0分
・
午
後
３

時
3
0分
の
三
回

会
場

市
民
会
館
　
費
用
三
歳
～

中

学
生
＝
無
料
　

高
校
生
以
上
＝
五

十
一
円
　

定
員
各
回
と
も
先
着
八

十
人

（
三
十
分
前
か
ら
入
場
券
を

発
売
し
ま
す
）

※
通
常
の
一
般
投
映
番
組
は
中
止

し
ま
す
。
車
で
の
来
館
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

。

閲
市
民
会
館
昔
6
8－
1
2
3
7

番

福

祉

シ

ョ

ッ

プ

作

品

展

示

即

売

会４

月
2
5日
囲
・
2
6日

㈹
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
　

会
場
市
役
所

本
館
新
館
一

階
連
絡
通
路
　
出
店

施
設

わ
か
ば
園
・
第
二
わ
か

ば
甼

松
里
福
祉
作
業
所
・
の
ぞ
み

学
園

醴
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

松
戸
市

歩
こ
う
会

期日 行き 先

６／５日 逗子がら鎌倉への歴史散歩

８／７臼 八王子の武蔵丘陵

10/30'臼 バスの旅・袋田の滝

12/4(1日) 市内 散策

2/5(1日) 世田谷公園を巡り九品仏

※多少の変更 があり ます

費
用
交
通
費
等
実
費

圉
電
話
で

矢
切
公
民
館
昔
6
8－
1

2
1
4

番
へ

行　事　名 日　時 講　師 対象 内 容 費用

こども手づくり 教室

｢ 野の花や 草であそばう｣
5/8(1日)
午後１時～３時

小金北小学校教諭
浅沼　洋子氏

小学生
先着30人

公園内の みどり の里でレ ンゲ

の花 輪や 水車など をつく る
無料

自然観察会
｢新緑ウォツチンブ｣

5/21 け）
午前10時～正午

国立科 学博 物館付属自 然教

育園研究官　萩原　信介氏
どなたでも
先着30人

新緑の園内を まわり 、野草や

木々の観 察を する

みどりの講習会

｢大菊の作り方｣
5/22(日)
午後１時～３時

平松菊花会審査委員長

吉田　武雄氏
どなたでも
先着40人

さし芽、 用生 作り 、仕立て方

など 、初心者 向けの実技講習
1扉円

匣電話でパークセンターa45 －8900番へ(月曜日休館)

福

祉

バ

ザ

ー

５

月
1
5
日

㈲

午

前
１１
Ｊ
時

～

午
後

２
時
　
会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

※

品

物
の

提

供
に

も

ご
協

力

を

瑟

障
害

者

問

題
研

究
会

松

戸

サ

ー

ク
ル

・

金
田

容
4
5－
9
3
8
0

番

行き先 日　時 竇　用 申し込み 問い合わせ

谷津干潟

4/24(1日汗 前８

時松戸駅東ロデ

ッキ集合

午後 Ｏ時3C}分現

地解 散

交通費等自己
負担

※昼食持参

当日集合場所で

融まつど街と
水辺の緑化基金

(ﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰ 内)
O45-9840 番白樺高原

(市立白
樺林間学

圜泊)

5  /28m 午前Ｚ

時市役所 集合

29(日)午後 ６時帰

着

12,70O円

(往復バ ス代、

朝･夕食 代 一宿

泊費を含む)

5/6R まで に

電話で緑化基 金

へ

※先着40人

５

月
1
0日
～
６

月
1
1日
の
毎
週

火
・
土

曜
日
（
計
十
回
）、
午
前
1
0

時
～
正

午
　
会
場
火
曜
日
＝
二
十

世
紀
公
園
（
二
十
世
紀
が
丘
梨
元

町
）
、
土
曜
日
１

横
須
賀
中
央
公
園

雨

天
の
場
合
は
変
更
に

な
り
ま

ス
ポ
ー
ツ

春

季

市

民
ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会
５

月
８
・
1
5・
2
2・
2
9日
、
６

月
５
日
の
各
日
曜
日

、
午
前
９

時

か
ら
　

会
場

古
ヶ
崎
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル

球
場
　
対

象
市
内
在
住
・
在
勤

者
で

編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
　

費
用

男
子
チ

ー
ム
ハ

千
円

、
女
子
チ

ー

ム
五
千
円

匣
４
月
3
0日
出
午
後
６

時
3
0分
か

ら
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
行

わ
れ
る
代
表
者
会
議
で

受
け
付
け

茴
松
戸
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

協
会
・

永
野

き
6
4－
8
4
4
1

番

募
集
し
ま
す

国

民

年

金

推

進

員

募

集

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳
未
満

の
人
　

業
務
内
容
国
民
年
金
制
度

の
普
及
と
保
険
料
の
徴
収
　
募
集

人
員
若
干

名

圃
４
月
2
6日
㈹
ま
で
に

、
電
話
で

国
民
年
金
屎
保
険
料
係
へ

さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
ク
ル

ー

ズ

セ

ミ

ナ

ー
参

加

者

募

集

1
0月
1
8冂

㈹
～
2
7日

宋

冗

韵

十
日
】
　
派
遣
先

中
国
（
上
海
・

杭
州
）
　

費
用
六
万
円
　

募
集
期

間
５
月
3
1日
㈹
ま
で

固
千
葉
県
社
会
教
育
課
豊
0
4
3
－
2
2
3

－
4
0
7
0

番

松
戸
商
工
会

議
所
職
員
募

集

職 種 経　　験 受験資格

小規模企業

者の経営 指

導

商工業の指導、または経

営実務に最近５年のうち

２年以上従事レ 簿記検

定３級以上を取得してい
る人

27～30歳く

らい までの

大卒者・若

干名

一般事務 職 不　　問

高卒以上25

歳くらい ま

で の人・若

千名

圃
４

月
2
8日
困
ま
で
に
、
履
歴
書

持
参
の
う
え

商
工
会
議
所
総
務
課

（
容
6
4－
3
1
1
1

番
）
へ

千

葉
（
松

戸

）
ね

ん

り

ん

ピ

ッ

ク

テ

ニ

ス

大

会

’
５
月
1
9日
團
午
前
９

時
試
合
開

始

吊

天

時
は
2
6日
困
に
延
期
］

会
場
牧
の

原
テ
ニ

ス
コ

ー
ト
　

参

加
資
格

市
内
在
住
の
六
十
五
歳
以

上
の
男
子
と
五
十
五
歳
以
上
の
女

子
　
試
合
方
法

ダ
ブ
ル
ス
リ

ー
グ

戦

費
用

一
人
二
千
円

圃

５
月
1
0日

㈹
必
着
で

、
費
用
を

添
え
て

氏
名
・

性
別
・

住
所
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
現
金
書
留
で
〒
2
7
1
松

戸
市
小
根
本
一
五
九
－

三
室
谷
邦

雄
（｛
。
6
2
－
7
2
5
0

番

｝
へ

船長の前で

愛を誓いました。

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会
５
月
2
9日
㈲

、
６

月
５
日
㈲
、

午
前
８

時
3
0分
か
ら
　

会
場
運
動

公
園
体
育
館
　
対
象
市
内
在
住
の

女
性
の
チ

ー
ム
　

費
用

一
チ
ー
ム

ハ

千
円
（
年
間
登
録
費
三
千
円
、

参
加
費
二
千
円

、会
場
費
三
千
円
）

兩
５
月
了
日
出
ま
で
に

、（

ガ
キ

で
〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
加
二

六
七
七

上

一
北
見
（
容
4
3－
9
0
6
6

番
）

へ※
チ
ー
ム
代
表
者
は
、
５
月
2
1
日

圉
午
後
↓

時
か
ら
運
動
公
園
武

道
館
会
議
室
で

開
か
れ
る
代
表

者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

少

年

相

撲

教

室

５
月
1
5日
～
６
月
1
9日
の
毎
週

日
曜
日
（
計
六
回
）
、午
前
９
時
3
0

分
～
Ｈ
時
3
0分
　
会
場

運
動
公
園

相
撲
場

対
象
小
中
学
生
・
三
十

人

費
用

無
料

圃
電
話
で

、
ま
た
は
直
接
運
動
公

園
内
ス

ポ
ー
ツ

課
（
合
6
3－
9
2

4
1
番
）
へ

な

ぎ

な

た

教

室

５

月

６

囗

～
７

月

８
日

の

毎
週

金

曜
囗

（
計

十

回
）
、
午

前
1
0
時
～

正

午
　

会

場

運
動

公

園

剣

道
場

対

象

市

内
在

住

者

費

用

保

険
料

千
円

惠

４

月
3
0
日

出

ま
で

に

、
電

話
で

松

戸
市

な

ぎ

な
た

連
盟
・
野

口
（｛
1

4
5－
0
4
1
0

番

｝
へ

申

し

込
む

か

、
当

日

会

場
で

松

戸

山

の

会

・
初

心

者

の

た

め
の
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座

講
習
会
５
月
1
7
日
・
Ｊ
日
、

６

月
７
日
の
各
火
曜
日

、
午
後
７

時
～
９
時
　

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
５
月
2
8日

出
～
2
9日

㈲
、
行
き
先
-
谷
川
岳
（
一
些
一

日

、
現
地
で
の
講
習
会
を
含
む
）

対
象
六
十
歳
以
下
の
市
民
・
先
着

五
十
人
　

費
用
二
万
円
（
交
通
費
・

宿
泊
費
・
保
険
料
な
ど
）

惠
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

、
〒

2
7
0
松
戸
市
五
香
六
実
七
五
六
－

二

五
奥
山
（
容
8
5－
7
7
7
6

番
）
へ

昨
年
暮
れ
、
有
名
人
の
挙
式
で
も
話
題
に

な
っ
た
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
Ⅱ
で
、
船
上
結
婚
式

を
挙
げ
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

を
横
に
見
な
が
ら
の
式
が
印
象
的
で
し
た
。

河原塚　濱島　宏さん

美 雪さん

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

こんにちは

新婚さん

す
〕
　
対
象
市
内
在
住
の
女
性
三

十
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で

、
ま
た
は
直
接
運
動
公

園
内
ス
ポ

ー
ツ
課
（
登
6
3－
9
2

4
1
番
）
へ

家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

野
鳥
観
察
会

情　報

チャンネル



５

月
1
2囗
～
７
月
1
4日
の
毎
週

木

曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
　
会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
　
講
師
立
教
大

学
講
師
・
長
谷
幸
江
氏
　
対

象
受

講
後
、
母
親
の
学
習
を
支
援
す
る

一
時
保
育
活
動
の
可
能
な
人
・
二

講
座
・
講
演

テクノ 21 (職業訓練センター)講座

講座名 日　時 費用

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

ワープロオアシス

基礎講座

①5/11W･13 啻･18團･20圃･
午後１時3C汾～４時3〔}分

② ６／４山 一11山 午前10時
～午後５時

各
12,囲円

ワープロオアシス

応用講座
5/14 出・2竹廿午前10時～午
後５時

ワープロ一太郎入

門講座
6/3R ・7 ㈲・10廁・14㈲
午前９時3C}分～午後Ｏ時30分

ロータス1・２・３

応 用講座
６／３廁・７(火)･10廁･14W

午後１時3〔汾～∠1時3竕

日曜大工講座

５／ ８（日）から １年間、原

則と して毎月 第２・ ３日 曜日

午前 ９時～正 午

年間
30,0001円

会場松戸地域職業訓練センター
残松戸地域職業訓練センター(テクノ21)昔4卜3200番

〔
家
具
〕
◆
パ
イ
プ
ハ
イ
ベ
ッ

ド
六
千
円
◆

折
り
畳
み

座
卓
三

百
円
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
一

万
円
◆
子
供
用
整
理
た
ん
す
三

千
円
◆

学
習
机
（
い
す
付
）
無

料
◆
両
袖
事
務
用
机
千
円
◆
二

人
用

ダ
イ
ニ
ン

グ
テ

ー
ブ
ル
セ

ッ
ト
五
千
円
◆

ロ

ー
ボ
ー
ト
五

千
円

（
電
気
製
品
）
◆

ラ
ン

ジ
ェ
リ

ー
乾
燥

機
千
円
◆

炊
飯
器
三
千

円
◆

電
気
ポ
ッ
ト
二
千
円
◆
電

子
レ
ン
ジ
五
千
円
◆
ハ
ン
ド
ミ

キ
サ

ー
千
五
百
円
◆

い
す
型
マ

ッ
サ

ー
ジ
機
八
千
円
◆

指
測
定

血
圧
計
三
千
円
◆

ダ
ブ
ル
ラ
ジ

カ
セ
五
千
円
◆

冷
風
機
三
千
円

・
五
千
円
◆

餅
つ

き
器
二
千
円

◆
オ
ー
ブ
ン
電
子

レ
ン
ジ
四
千

円
◆
カ
ー
ル
ド
ラ
イ
ヤ
ー
二
千

五
百
円

〔
子
供
用
品
〕
◆
ベ
ビ
ー
ス
ケ

ー
ル
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
千

五
百
円
◆
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
四

千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
◆

ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン

無
料

〔
日
用
雑
貨
〕
◆
電
子
レ
ン
ジ

用
な
べ
千
五
百
円
◆
鉄
板
焼
な

べ
千
円
◆
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
ニ

千
円
◆
謡
の

教
本
七
十
八
冊
一

万
円
◆
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
五
千

図

書

館

講

座

「

目

黒

周

辺

の

美

術

館

め

ぐ

り

」

５

月

７

日

出

午

前
９

時
3
0
分
松

戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ

リ

上

回
集

合
、

午
後
３
時
現
地
解
散
雨
天
決
行
)

コ

ー

ス

久

米

美

術
館

～

目
黒

区

美

術

館

～

目
黒

雅
叙

園

美

術
館

～

東

京

都

庭

園
美

術
館

費
用

入

館

料

・
交

通

費
（

各
自

負

担

）
　
定

員

二

上

七
人

（
申

し

込
み

多
数

の

場

合

は

抽

選
）

匣
４
月
2
6
日
㈹
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ

キ
に

住

所

・

氏

名

・
年

齢

・

電

話

番
号

を

記

入
し

、
〒
2
7
1松

戸

市

松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館
へ

（
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
二
人
ま
で
）

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

５

月
％一
日
㈹
・
2
5日
圉
、
午
前

９

時
3
0分
～
午
後
５

時
　
会
場

市

消
防
局

定
員

亘
五
十
人

費
用

四
千
円

圃
５

月
６

日

吻
～
1
7日

㈹
の

間

に

、
直
接
市
内
各
消
防
署
、
ま
た

は
消
防
局
予
防
課
（
昔
6
3
1
1
1

1
1
内
線
2
0
8
番
）
へ

円
◆
タ
オ
ル
三
十
枚
千
円
◆
座

布
団
三
千
円
◆
五
月
人
形

金
太

郎
ケ
ー
ス

付
き
三
千
円
◆
カ

ー

ペ
ッ
ト
二
千
円
◆
テ
ィ

ー
サ
ー

バ
上

半

五
百
円
◆
英
文

タ
イ

プ
ラ
イ

タ
玉

二
千
五
百
円
◆
ス

ペ
イ
ン

語
教
材
千
円

匣
４

月
2
5日
㈲
〔
消
印

有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品
物
一
点
に
つ

見

人
一
枚
）

・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
方
は
、

勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1松
戸
市
小
根
本
七

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

女

性

学

講

座

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
　
対
象
市

内
在
住
の
女
性
三
十
人
（
二

歳
以

上

十
五
人
ま
で

の
保

育
あ
り
）

圃
電
話
で

矢
切
公
民
館
容
6
8－
1

2
1
4

番
へ

日時 内容 講師

5/13

各
金

曜
日

七

出 会い を豊かなものに

オリエン テーショ ン

20
親子つて、夫婦つてなに
～女性問題と男性問題

立教大学講師
長谷幸江氏27 女性史のなかのわたし

～主婦のなりたち

６／３
子育て、女の子と男の子～

歴史を受け継ぐ子供たちへ

10
万

年

から だもこころも やわ

ら かく
～いきいきと自 己表現

女優
西宮小夜子氏

17

24
わたしらしく生きるため

に～子育てと社会参加
立教大学講師
長谷幸江氏

７／１
自 分の気になるテ ーマ

さ がし グループワーク
各自研究

８
生活のプロブラムづく
り～学びと社会参加

15 わたしのこれから
懇談会

立教大 学講師

長谷幸江氏

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

教

室

５
月
７
日
出
・
1
4日

倒
、
午
後

５

時
1
5分
～
６

時
4
5分

会
楊

青

少
年
会
館
　
対

象
小
学
校
一
年
生

以
上

費
用

一
回
五
百
円

問
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ

ー
常
盤
平

ク
ラ
ブ
・

菅
原
容
8
8－
4
2
1
1

番

－
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ

ル
松
戸
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
、
月
末
に
抽

選
し

、
当
選
者
に

電
話
連
絡

し
ま

す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
に
な
り
ま
す
。

Ｏ

次

回
掲
載
分
に
つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
４

月
2
5日
側
ま
で
に

、
電
話
で

申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
一
人
三

点
ま
で
）
。

５
月
2
0日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
な
ど

は
扱
い
ま
せ
ん
。

閲
消
費
生
活
セ
ン

タ
１
容
6
6－

7
3
2
9

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会４
月
3
0日
出
午
後
１

時
3
0分
～

３
時
3
0分
　
会
場

青
少
年
会
館
樋

野
口
分
館

費
用

無
料

対
象

高

校
生
以
上
の
人
・
先
着
二
十
人

三

十
歳
未
満
の
人
優
先
）

惠
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館

登
羽

Ｉ
Ｒ
）ｒＤ
ｒＤ
Ｒ
り
番
へ
　
　
゛

初

級

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室

５

月
!
0日
～
７

月
1
2日
の
毎
週

火
曜
日

（
全
十

回
）
、
午
前
1
0時

～
正

午
　
会
場
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
町
一
四
上

辺

戸
第
一
生
命

ビ
ル
内
）
　
費
用

六
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
　
定
員

三
十
人
（
先
着
順

）

声
４

月
2
1日

附
～
2
5日

仰
の

問

工

・
日
曜
を
除
く
）
に
、
応
話
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（｛
1
6
2

－
5
9
6
3

番
｝
へ

ふ

れ

あ

い

教

室
（

ペ

ン

習

字

）

５

月
1
8
冂
～

８

月
３

日

の

毎

週

水

曜
日

、

午
後

６

時
3
0
分

～

８

時

3
0分
　

会

場
勤

労

会

館
　

対

象

市

内

在

住

・

在
勤

の

勤

労

者

（
初

心

者

）
・

三

十
人
　

費

用

無

料

兩
４

月
2
6
日

㈹

〔
消

印

有

効

〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年

齢
・
電

話
番

号
・
勤

務

先
・

教
室

名

（

ベ

ン
習

字

）

を

記
入

し

て

、

〒
一
…Ｊ
松

戸

市
根

本

三

八
七

－

五

松
戸

市

役

所

商
工

課

労

政

係
へ

保
健
・
衛
生

麻

し

ん

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療
機

関
（
問
診
票
と
同
封
の
医
療
機
関

一
覧
表
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
）
　
対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七

十
二
ヵ
月
未
満
　

申
し
込
み
を
す

る
人

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
人
で

、
問
診
票
を
持
つ

て
い
な
い
人

汰
平
成
５
年
３

月
１
日
～
４
月
3
0

日

生

ま

れ
の

人

で

、
３

月

末

ま

で

に

住

民

登
録

を

し
て

い

る

人

は

、
５

月

上

旬
に

送

付
し

ま

す

。

ハガキ記入要領
匣
ハ
ガ
キ
に
右
記
の
要
領
で
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

竹
ヶ
花
七
四

上

二
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
衛

※受付時間　午前1〔〕時～午後５時、月曜日は休館です。

Ｇ.シュワルツ松戸定期演奏会

６／ ４（１）午 後 ７時 開 演　 演奏 東 京

フ ィ ル ハ ー モニ ー 交 響 楽団　 入 場

料S/5,000 円　A/4,000 円　 Ｂ/

3,000 円 ’曲名 ベ ート ーヴ ェ ン/ 交

響曲 第 ３番 「英 雄 」 ほ か

華 麗 な る タ ン ゴ ・ ア ル ゼ ン チ

ン 弦 楽 五 重 奏 団 演 奏 会

7 ／17 （ 日 ） 午 後 ２時 開 演

入 揚 料Ｓ/5,000 円　A/3,000 円

鼓 童

6/23 附 午 後 ６時30 分 開 演

入 場 料Ｓ/3,80 〔〕円　 ∧/3,300 円

立 川 談 志 独 演 会

6/25 ≫ 午 後 ６時 開 演

入 場 料2,500 円 （ 全 席自 由 ）

ホ セ ・ コ ラ ン ジ ェ ロ ＆ ダ ン シ

ン グ ・ タ ン ゴ ア ル ゼ ン チ ー ノ

公 演

6 ／25 出 午後 ３時開 演　 会 場 市民

会 館

入 場 料S/5,000 円　 Ａ/4,000 円

新 日 本 フ イル 特 別 公 演

5 ／15日 午後 ６時開演

指揮小 塚征爾　入場料Ｓ/9.000円

Ａ/8,000円　B/7,000 円　曲目ぺ
ート ーヴェン／交響曲第 ７番イ 長
調ほか

さ だ ま さし コ ン サ ー トact21

6 ／17圀午後 ６時開演

入場料16,000円(統一料金)

発売日時4 ／24〔日〕午前10眄から

森 山良 子 コン サ ー ト ツ ア ー

5 ／27励午後６時30分開演

入場料S/5,000 円　Ａ/4,50()円

マ リ ン ロ ード 音 楽 の 旅

ブ ル ネ イ ＆ 沖 縄

5 ／10㈲午後６時30分開演

入場料S75,500 円　Ａ/4,70()円
B/4,20〔〕円

山 内 七 子 ピ ア ノ ト リ オ コ ン

サ ー ト

6 ／11田 午後 ２時開演

入揚料2,000円( 全席自由)

※会場名がないも のは、すべて森のホール21が会場です。

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

４
月
2
6日
㈹
午
後
１
時
3
0分
～

３

畤
3
0分

会
場

市
民
劇
場

圉

公
民
館
｀
6
8－
1
2
1
4

番
へ

楽

々

バ
ラ

ン
ス

メ

ニ

ュ

ー
教

室

（
春

コ

ー

ス

）

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
費

用

各
回
四
百
円

内
容
下
表

圃
４
月
2
1日
困
午
前
９

時
か
ら
、

恚
話
で

健
康
増
進
セ
ン
タ
１

音
6
5

‐
―［
Ｄ［
Ｄ
８
８
番
へ

生
課
麻
し
ん
係
（
昔
6
6－
7
4
8

3
番
）
へ

Ｄ

Ｐ

Ｔ

（

ジ

フ

テ

リ

ア

・

百

日

せ

き
・

破

傷

風

混

合

）

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療
機

関
（
問
診
票
と
同
封
の
医
療
機
関

一
覧
表
の

中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
）
　
対

象
一
期
＝

生
後
三
ヵ
月

～
四
十
八
ヵ
月
未
満
の
人
で

、
三

回
接
種
（
生
後
四
十
八
ヵ
月
以
上

七
十
二
ヵ
月
未
満
の
人
と
百
日
せ

き
に

か

か
っ
た
こ

と
の

あ
る
人

は
、
Ｄ
Ｔ

ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
混
合
〕
で
接
種
し

ま
す
）
　
　二

期
上

期
終
了
後
十
二
ヵ

月
～
十

八
ヵ
月
の
間
に
一
回
接
種
　
申
し

込
み
を
す
る
人
一
期
（
三
回
）
、
二

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

１日1600キロカロリーのヘルシークッキング

日時 内容（講話と調理実習）

5 /12附
手

：

あなたのコレステロールは大丈夫ですか？

6/16 附 食物繊維を上手にとるために！

7/21 附 頭で食べようロ一カロリーの料理

対象市内 在住 ・在 勤で当センターの医学的検 査

を１年以内に受診した人・35人　持ち物エプロ

ン ・三角きん ・ふき ん・筆記用具

期
（
一
回
）
を
接
種
し
て

お
ら

ず

問
診
票
を
持
つ
て
い
な
い
人

※
一
期
平
成
５

年
1
2月
１
日

～
６

年
１
月
3
1口

生
ま

れ
、
二
期
４

年
７
月
１
口

～
９
月
3
0日

生
ま

れ
の
人
で

、
３
月
末
ま
で
の
住

民
登
録
者
に
は
、
５
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。
以
前
の
問
診
票

の
所
持
者
は
そ
れ
で

受
診
可

。

ﾊ ｶﾞｷ記入要領
匣
ハ
ガ
キ
に
右
記
の
要
領
で
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

竹
ヶ
花
七
四

上

二
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
衛

生
課
Ｄ
Ｐ
Ｔ
係
(
≪
6
6－
7
4
8

3
番
）
へ

Q66-0010 番◆テレホン案内サービス

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

-5568-3756 番◆夜間急病診療所…

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

○
譲
り
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

森のホール21チケットセンター

チケットガイド登84-5050 番

十
人
　

費
用
無
料

※
二
歳
以
上
八
人
ま
で
の
保
育
が

あ
り
ま
す
。

惠
電
話
で

女
性
セ
ン
タ
1
a
6
8－

Ｒ
）７
７
０
番
へ

一
時
保
育

者
養
成
講
座
「

女
性
の
学
習

と
保
育

を
考
え

る
」



ホト ケノザ〔仏の座〕

見られる所

花期

花の色

道端・畑・野原など

３月～６月　　　

紅紫

向かい合わせについた柄のない葉の上から、

紅紫の花がす一っとのびています。

丸い葉を、仏像の座る蓮華座に見立ててこ

の名がついたといわれています。すると、紅

紫の花は仏様なのでしょうか？　仏様という

より、春を喜ぶバレリーナが葉の上で踊って

いるように見えます。同じシソ科の植物にヒ

メオドリコソウがあり、よく似ています。

春の七草のホトケノザは、コオニタビラコ

のことで食べられますが、このホトケノザは

食べられません。

歳
時
記

み
ど
り
の

チームワークが自慢です

六実のバスケット クラブ大活躍

さわやかな汗、流してい ます

祭
の
ご
み
を
一
掃

毎年たくさんの人たちでにぎわう常盤平の桜まつり。今年も４月２・

３日の両日行われましたが、付近の公園や路上のあちこちにごみの山。

そこで４日午前10時がら、松戸東警察署の道場で剣道、柔道をけいこ

している小 ・中学生のブルーフが、さくら通り周辺の掃除を行いました。

これは県警の「タッチヤング活動」の一環で、こ の日集まっだのは父

母、署員などを含め総勢約60人。新京成常盤平駅からさくら通りに沿っ

て五香駅までのおよそ２㌔を掃除をしながら歩きました。

用意したごみ袋はどれもごみでいっぱいになり、さくら通りはすっか

りきれいに片付きました。

行ってみました

小
金
原

岩
本
　

美
和

子

さ
ん

週２回ほどサークル活動に利

用しています。大小いろいろな

部屋があるので、活動する人数

に合わせて選べ、便利です。

小
中
学
生
が
さ
く
ら
通
り
を
き
れ
い
に

六実地区で20 年以上続いているバスケ

ットボールチーム「六実クラブ」が、２

月19 ・ 20日に行われた関東クラブ 選抜大

会に出場し、女子が優勝、男子が準優勝

の結果を収めました。

このクラブ は、六実中学校の卒業生が

中心となって活動しているチームです。

初めは人数も少なく、練習にならないこ

ともありましたが、少しずつ選手を増や

してきました。

今では日本リーグ ・全国大会経験者な

ども集まり、毎週土曜日の夜に六実中学

校体育館で、練習に汗を流しています。

これからも頑張ってほしいですね。

身近な街の話題をお寄

せください。 醴広報課

今
は
全
国
ク
ラ
ブ
大
会
の
出
場
と
、

選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
標
に
練
習

し
て
い
ま

す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
好

き
な
方
、
一
緒
に

プ
レ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

勤労者の文化・教養と勤労意欲を高め、勤労者

福祉の増進を目的に設置された施設です。

150名を収容できる大ホールは、ダンス、音楽、

講演などに利用でき、各種設備も整っています。

そのほか、落ち着いた雰囲気の中で囲碁や将棋

などができる和室、待ち合わせや仕事のあとの憩

いの場として利用できる談話室、サークル活動の

できる会議室があります。

●利 用 時 間　午前９時～午後９時

●休　館　日　毎 月第３木曜日、年末年始

●交　　　 通　松戸 駅西口から徒歩 ５分

●問い合 わせ　勤労会館S65-9666 番

勤 労 会 館

-シソ科-

歩き ながらごみを 拾い集めました

施設
案内

まち

の

話題

六
実

石
原
　
稔
さ
ん
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